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土佐湾と日向灘北部から得られた分布北限かつ国内 2例目のヤブサメカサゴ

松本達也 1・星野和夫 2・本村浩之 3

Two specimens (50.5 and 73.5 mm standard length) of the 
Round Scorpionfish Neomerinthe erostris (Alcock, 1896) (Scor-
paenidae), distributed in the Indo-West Pacific, were collected 
from Tosa Bay (Kochi Prefecture, Shikoku) and off Fuka-shima 
island, northern Hyuga-nada (Oita Prefecture, Kyushu). In Japa-
nese waters, N. erostris has previously been recorded only from 
Kagoshima and Okinawa prefectures. Therefore, the present 
specimens, described herein in detail, represents the second Jap-
anese records of the species and the first records from Kochi and 
Oita Prefectures. In addition, the specimen from off Fuka-shima 
island is regarded here as the northernmost record for the spe-
cies.
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 Abstract

フサカサゴ科マツバラカサゴ属（Scorpaenidae: Neome-

rinthe Fowler, 1935）は背鰭棘が 12本であること，口蓋骨

歯をもつこと，後頭窩を欠き同部位がほぼ平坦であるこ

と，涙骨下縁に下方と後下方を向く強い 2棘をもつこと，

胸鰭の数軟条が分枝することなどの特徴によりマダラフサ

カサゴ属（Sebastapistes Gill, 1877）を除く同科他属と識別

され，現在インド・太平洋から 10有効種が知られている

（Motomura et al., 2011, 2015, 2016）．マツバラカサゴ属とマ

ダラフサカサゴ属は形態的に識別できないものの生息水深

が異なるとされ，マツバラカサゴ属は後者と比べてより

深い水深に生息する（Motomura et al., 2015）．このうちヤ

ブサメカサゴ N. erostris (Alcock, 1896)は，胸鰭軟条数が通

常 18であること，側線上方鱗横列数が 33–41であること，

明瞭な前鰓蓋骨第 2棘をもつこと，および主上顎骨上に明

瞭な隆起線をもつことにより，同属他種およびマダラフサ

カサゴ属全種と識別される（Motomura et al., 2015）．本種

はMotomura et al. (2015)により再記載された後，森下・本

村（2018）により日本国内における分布が確認された．

インド・太平洋におけるマツバラカサゴ属の包括的な

分類学的再検討の過程において，土佐湾（高知県）と日向

灘北部（大分県佐伯市深島沖）から採集されたヤブサメカ

サゴの標本が確認された．本種は日本国内からは，これま

で森下・本村（2018）により示された鹿児島県および沖縄

県から得られた標本のみが知られている．したがって土佐

湾と日向灘北部から得られた標本は本種の国内からの 2例

目の記録になるとともに，分布の北限更新かつ高知県と大

分県における初めての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は，Motomura (2004a, b)，Motomura et 

al. (2005a–c, 2006a, b, 2012) お よ び Motomura and Johnson 

(2006)にしたがった．頭部の棘の名称は Eschmeyer (1969)

を和訳した尼岡（1984）にしたがった．尼岡（1984）に

掲載されなかった lacrimal ridge（涙骨隆起），median 

interorbital ridge（眼隔域中央隆起），occipital pit（後頭窩），

および suborbital pit（眼下縁窩）の和訳は本村ほか（2004）

にしたがった．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単

位まで行い，計測値は体長に対する百分率で示した．標準

体長（standard length）は体長または SLと表記した．生鮮

時の体色の記録は，ホルマリン固定の前に撮影された標本

のカラー写真に基づいて記載した．標本の作製，登録，撮

影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．本研究に

用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館に保管され，上記

の生鮮時の写真は同館データベースに登録されている．本

研究で用いた研究機関略号は BSKU（高知大学理工学部海

洋生物学研究室）と KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）
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である．本研究における日向灘の範囲については Iwatsuki 

et al. (2017)にしたがった．

Neomerinthe erostris (Alcock, 1896)

ヤブサメカサゴ
（Fig. 1; Table 1）

標本　2個体（50.5 and 73.5 mm SL）：BSKU 56207，体

長 73.5 mm，土佐湾（高知県幡多郡黒潮町上川口漁港水

揚げ），底曳網，2001年 8月 23日；KAUM–I. 300189，体

長 50.5 mm，大分県佐伯市蒲江蒲江浦深島沖（32°42′N, 

131°55′E），水深 100 m，底曳網，星野和夫，2000年 7月 5日．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示した．頭部と体は楕円形で後方に向かうにつれて側偏

する．体背縁は吻端から背鰭第 4棘基部付近にかけて上昇

し，そこから尾柄にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下

顎前端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降したのち，尾柄

にかけて緩やかに上昇する．体高は腹鰭起部において最大

となる．上顎先端は下顎先端よりもわずかに前方へ突出す

る．眼と瞳孔は共に吻部方向と背鰭基部方向にわずかに伸

びた楕円形．前鼻孔，眼前棘，眼上棘，眼後棘，頭頂棘，

涙骨下縁棘および前鰓蓋骨棘付近にそれぞれ皮弁をもち，

このうち眼上棘付近から生じる皮弁は顕著に長い．吻部背

縁は湾曲して盛り上がり，鼻棘より後方で窪む．鼻孔は 2

対で近接し，眼窩の直前に位置する．鼻棘は単尖頭．眼隔

域中央隆起はない．眼前棘，眼上棘，眼後棘，耳棘，頭頂

棘および頸棘は単尖頭．頭頂棘と頸棘の基部は癒合する．

額棘はない．後頭窩はなく，同部位はほぼ平坦．蝶耳棘は

単尖頭で小さい．翼耳棘は単尖頭．眼窩後棘はない．上後

側頭棘，下後側頭棘，上擬鎖骨棘，主鰓蓋骨上方棘および

Fig. 1. Preserved specimens of Neomerinthe erostris from southern Japan. A: BSKU 56207, 73.5 mm SL, Tosa Bay (Kochi Prefec-
ture); B: KAUM–I. 300189, 50.5 mm SL, northern Hyuga-nada (off Fuka-shima island, Oita Prefecture).
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主鰓蓋骨下方棘は単尖頭．口裂は体軸に対して約 20°の角

度で傾斜する．両顎骨，鋤骨，および口蓋骨上の歯は絨毛

状で，歯帯を形成する．主上顎骨の後端は瞳孔の後端より

後方に位置し，その側面には明瞭な 1隆起線がある．涙骨

側棘はない．涙骨隆起上に 3本の眼下骨棘をもつ．眼下縁

窩はない．前涙骨下縁棘と後涙骨下縁棘は単尖頭で，それ

ぞれ下方および後下方を向く．前鰓蓋骨後縁に後下方もし

くは後方を向く 5本の前鰓蓋骨棘をもち，このうち第 2棘

は第 1・第 3棘に比べて小さいが明瞭．前鰓蓋骨第 1棘の

前方に付属棘をもつ．頬部，眼窩後方，鰓蓋，背鰭基底部，

胸鰭基底部，体側，および峡部より後方の体腹面は櫛鱗に

覆われる．円鱗はもたない．両顎，鰓膜，および各鰭の鰭

条や鰭膜は被鱗しない．側線は鰓孔上部より始まり，背鰭

第 3棘下方まで上昇したのち，緩やかに下降して尾鰭基底

に至る．背鰭起部は鰓蓋後端より前方に位置し，背鰭基底

後端は臀鰭基底後端よりわずかに後方に位置する．背鰭棘

条の鰭膜は深く切れ込む．背鰭棘は第 1棘から第 4棘にか

けて徐々に長くなり，第 5棘から第 11棘にかけて徐々に

短くなる．背鰭第 12棘は第 11棘よりも長い．背鰭軟条部

の後縁は丸みを帯びる．背鰭の軟条はいずれも分枝し，最

Table 1.  Counts and measurements of Neomerinthe erostris from southern Japan.
BSKU 56207 KAUM–I. 300189

Standard length (SL; mm) 73.5 50.5
Counts

Dorsal-fin rays XII, 9 XII, 9
Pectoral-fin rays (left/right sides) 18/18 18/18
Anal-fin rays III, 5 III, 5
Scale rows in longitudinal series 35 36 
Pored lateral-line scales 24 24
Scale rows in above lateral line 4 4
Scale rows below lateral line 10 10
Scale rows between 6th dorsal-fin spine base and lateral line 4 4
Scale rows between last dorsal-fin spine base and lateral line 5 5
Pre-dorasal scale rows 6 6
Gill rakers (upper + ceratohyal + hypobranchial = total) 5 + 8 + 3 = 16 5 + 8 + 3 = 16

Measurements (as % of SL)
Body depth 38.4 37.2 
Body width 19.6 18.4 
Head length 50.9 47.3 
Snout length 12.4 10.5 
Orbit diameter 14.3 14.7 
Interorbital width between middle of eye 6.5 6.1 
Interorbital width between preocular spine bases 6.1 5.7 
Head width 17.8 15.2 
Upper-jaw length 24.2 23.2 
Maxillary depth 7.5 6.9 
Between tips of opercular spines 8.2 8.3 
Postorbital length 27.0 25.0 
Pre-dorsal-fin length 42.4 41.2 
Pre-anal-fin length 73.2 70.0 
Pre-pelvic-fin length 42.0 38.2 
1st dorsal-fin spine length 7.4 10.1 
2nd dorsal-fin spine length 17.0 15.0 
3rd dorsal-fin spine length 21.8 19.8 
4th dorsal-fin spine length 22.6 20.0 
5th dorsal-fin spine length 20.0 17.4 
11th dorsal-fin spine length 9.0 6.7 
12th dorsal-fin spine length 12.1 13.1 
Longest doral-fin soft ray length 21.1 18.4 
1st anal-fin spine length 8.0 7.1 
2nd anal-fin spine length 22.4 20.8 
3rd anal-fin spine length 19.0 16.4 
Longest anal-fin soft ray length 23.1 21.4 
Pectoral-fin length 30.6 28.5 
Pelvic-fin spine length 16.9 15.4 
Longest pelvic-fin soft ray length 25.4 24.0 
Caudal-fin length 29.8 27.9 
Caudal-peduncle length 17.0 18.4 
Caudal-peduncle depth 10.6 9.7 
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終軟条と尾柄の間には小さな鰭膜がある．臀鰭起部は背鰭

第 1軟条直下に位置し，臀鰭基底後端は背鰭第 8軟条直下

に位置する．臀鰭棘条の鰭膜はいずれも深く切れ込む．臀

鰭軟条はいずれも分枝する．尾鰭の後端は丸みを帯びる．

胸鰭基底は背鰭第 3棘と第 4棘の間に位置する．胸鰭後端

は丸みを帯び，第 8軟条が最長でその先端は臀鰭第 1棘基

部よりも後方に位置する．胸鰭は BSKU 56207では第 2–9

軟条が分枝し他の軟条は不分枝，KAUM–I. 300189では全

軟条が不分枝である．腹鰭起部は胸鰭基底よりわずかに前

方に位置し，腹鰭第 5軟条は体側腹面と鰭膜により繋がる．

腹鰭全軟条は分枝する．

色彩　固定標本の色彩（Fig. 1）―胴体と頭部の背縁の

地色は赤褐色，腹縁の地色は白色を呈する．背側にはやや

不明瞭な暗色斑が散在する．体側および頭部から生じる皮

弁は白色を呈する．背鰭の鰭膜は白色を基調とし，一部は

暗褐色および白色半透明を呈する．臀鰭，尾鰭，腹鰭の鰭

膜は，BSKU 56207では白色半透明で各鰭の後端は暗褐色

を呈する．KAUM–I. 300189では一様に白色もしくは白色

半透明で，臀鰭鰭膜の一部は褐色を呈する．胸鰭の鰭膜は

白色半透明で，複数の暗褐色斑が散在する．

分布　本種はマダガスカル，レユニオン，イエメン（紅
海），インド，スリランカ，日本，台湾，フィリピン，イ

ンドネシア，ソロモン諸島，ニューカレドニア，バヌアツ，

およびウォリス・フツナから記録されている（Motomura 

et al., 2015; Mohapatra et al., 2016；森下・本村，2018）．日

本国内からは鹿児島県大隅半島東岸内之浦湾，沖縄舟状海

盆，沖縄県八重山諸島西表島南方から採集記録があり（森

下・本村，2018），記載標本により新たに土佐湾（高知県）

と日向灘北部（大分県佐伯市深島沖）における分布も確認

された（本研究）．

備考　記載標本は胸鰭軟条数が 18であること，側線上

方鱗横列数が 35と 36であること，明瞭な前鰓蓋骨第 2棘

をもつこと，および主上顎骨上に明瞭な隆起線をもつこと

がMotomura et al. (2015)と森下・本村（2018）の示したヤ

ブサメカサゴ Neomerinthe erostrisの特徴と一致したことか

ら本種に同定された．

ヤブサメカサゴの国内における記録は「分布」の項に

おいて記述したとおりであり，これまで国内における本種

の記録は森下・本村（2018）の 6標本に限られる．したがっ

て本研究で記載した土佐湾と日向灘北部から得られた標本

は，国内における本種の 2例目の記録であるとともに，そ

れぞれ高知県と大分県における本種の初の記録となる．土

佐湾産標本が採集された上川口漁港は，日向灘北部産標本

が採集された大分県佐伯市深島よりもやや高緯度に位置す

るが（上川口漁港，33°02′N；深島，32°42′N），この標本

は土佐湾で漁獲された個体を漁港にて採集したものであ

り，厳密な採集地点は特定することができない．一方，日

向灘北部産の標本は，深島の近海で底曳網により採集され

ており，採集地点が比較的詳細に判明している．このため，

本研究では深島から得られた標本を本種の確実な北限記録

として扱う．日向灘北部産標本は，これまで本種の分布北

限であった鹿児島県内之浦湾から分布北限を約 150 km更

新した記録となる．

また，Motomura et al. (2015)は本種が低緯度の海域では

深い水深に生息するものの，高緯度ほど生息水深が浅くな

ることを示唆した．本種の最も高緯度からの記録となる

日向灘北部産の標本は水深 100 mから採集された．ヤブ

サメカサゴはこれまで水深 40–505 mから採集されている

ため（Motomura et al. 2015；森下・本村，2018），本標本

が採集された水深は本種の生息水深としては比較的浅く，

Motomura et al. (2015)の説を支持するものといえる．
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